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原子力発電所，石油備蓄基地，長大橋などの超重要構造物の地震時挙動を高精度かつ高分解能に予測

することは防災の観点から重要と考えられる．構造物の地震時挙動には，断層の破壊過程，地殻内の

波動伝播過程，地表近傍の地震波増幅過程，地盤と構造物の相互作用が大きな影響を与えるとされて

いる．これらの影響を考慮し，高精度かつ高分解能に構造物の地震時挙動を予測する方法のひとつと

して，断層から構造物までを含む断層-構造物系の三次元数値解析モデルを構築し，一連の過程を一括

して数値解析を行うことが考えられる．しかし，対象となる領域が 104～5 ×104～5 ×104～5 (m)であり，

例えば 10 (Hz)までの周波数成分の精度を保証するように離散化した場合，分解能が 10-1～1(m)となる

ため，数値解析モデルの自由度は 1014～15ものオーダーとなる．さらに，地盤や構造物の非線形性や構

造物の破壊過程までを考慮するとさらに計算量が膨大となり，その実現は難しいとされている．一方

で，計算機環境の進歩に伴い，断層から地表面までを対象とした地震動解析（例えば[1,2]など）及び
超重要構造物や構造物及び地盤を対象とした高分解能構造解析（例えば[3]など）が行われおり，これ
らを組み合わせることにより，断層-構造物系を対象とした解析が出来る可能性がある．著者らは，階

層型解析によりこれらの解析を合理的に組み合わせ，上記の問題の解決を図り，断層-構造物系を対象

とした解析を行っている[4]．本講演では，階層型解析の概要，モデル生成の方法[5]などを述べるとと
もに，階層型解析による断層-構造物系の解析例を示す[6]．最後に，原子力発電所を対象とした地震・
地盤・建屋解析モデリング＆シミュレーションの現状と課題について述べる． 
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